
PUBLIC INFOR�IATION
2003年 4月 5日 発行

本
版
画
カ
レ
ン
グ
ー
作
成

3月 7日 、阿蘇高森ゴルフ倶楽部のレス ト
ランで、卒業を間近に控えた東中学校と草部

中学校 3年生合同の、テーブルマナー教室が
開かれました。

教室では、同レス トランマネージャーの渡

辺大さんが講師となり、フランス風のマナー

について学習。渡辺さんは、「料理はかっこよ

く食べようと思わないで、同伴者等に対して

不快感を与えないことに気をつけておいしく

食べましょう」と説明。

生徒たちは、日ごろ使い慣れないナイフと

フォークでの食事に終始緊張気味でした。
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嶋葬 聾援,聾雷
森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

今
年
の
テ
ー
マ
け
車
部
の
里
山

草
部
南
部
小
学
校
で
は
、
毎
年
手
作
り

■
　

の
木
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て
い
ま

職

す
。
今
年
も
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

・

生
徒

（緑
の
少
年
団
）
が
１
月
か
ら
約
２

禅
　
ヶ
月
間
か
け
て
作
成
し
ま
し
た
。

ナイフとフォークを手に緊張気味の生徒たちと渡辺さん

昭
和
５８
年
か
ら
続
け
ら
れ
、
２０
年
目
を

¨
迎
え
た
今
年
の
テ
ー
マ
は

「草
部
の
里
山
」

一
で
、
吉
見
神
社
や
棚
田
な
ど
草
部
の
風
景

親子で協力し、130部のカレンダ
半日かけて刷 り上がりま弯簿。■
r‐  ""        ~"~ 

毬

が
楽
し
め
る
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。
３
月
７

日
に
は
保
護
者
と
先
生
、
児
童
が
協
力
し

て

一
枚

一
枚
て
い
ね
い
に
刷
り
上
げ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
が
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
並
び
ま

し
た
。
今
年
は
１
３
０
部
を
作
成
。
完
成
し
た

カ
レ
ン
ダ
ー
は
地
域
の

一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
宅
や
郵
便
局

。
役
場
出
張
所
な
ど

に
配
ら
れ
ま
し
た
。
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特集惜
し
ま
れ
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
幕

も

Ｌ
も

し
健
康

情
報
●

熊
本
県
保
険
医
協
会
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
４
月

の
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
　
思
春
期
の
う

つ
病

■
火
　
中
年
期
の
う

つ
病

■
水
　
老
年
期
の
う

つ
病

■
木
　
受
け
口

（反
対
咬
合
）
の

矯
正
に
つ
い
て

■
金
　
ゆ
さ
ぶ
ら
れ

っ
こ
症
候
群

■
土

・
日
　
夜
、
眠
れ
な
い
方

ヘ

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
０
９
６
‐
３
８
５
‐
３
３
０
０

農
薬
販
売
者
だ
け
で
な
く
農
薬

使
用
者
も
規
制

・
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
違
反
し
た
と

き
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
主
な
改
正
の
内
容

。
無
登
録
農
薬
を
使
用
す
る
こ

と
、
ま
た
登
録
農
薬
で
あ

っ
て
も

農
薬
使
用
者
が
遵
守
す
べ
き
規
準

に
違
反
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
ま
す
。
（重
層
、
食
酢
、
天

敵
等
の
特
定
農
薬
を
除
く
）

・
食
用
作
物
に
登
録
の
な
い
農
薬

を
食
用
作
物
に
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
非
農
耕
地
用
除
草
剤
は
、
農
耕

地
用
と
し
て
販
売
や
農
耕
地
に
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
農
薬
と
し
て
の
販
売

・
使
用
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
資
材

①
ガ
ン
マ
Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、　
エ

ン
ド
リ
ン
、
デ
イ
ル
ド
リ
ン
、
ア

ル
ド
リ

ン
、
ク

ロ
ル
デ

ン
、　
ヘ

プ
タ
ク
ロ
ル
、　
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ベ

ン
ゼ
ン
、　
マ
イ
レ
ツ
ク
ス
ト
キ
サ

フ
エ
ン

②
パ
ラ
チ
オ
ン
、
メ
チ
ル
パ
ラ
チ

オ
ン
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
、
水
銀
剤
、
砒

酸
鉛
、
２
・
４
・
５
‐
Ｔ
、
ｃ
Ｎ
Ｐ
、

Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｂ
、
ダ
イ
ホ
ル
タ
ン
、
プ

リ
ク
ト
ラ
ン

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
振
興
課
　
農
業
振
興
係

ｈ
６
２
１
１
１
１
１

（内
線
１
５
３
）

．
法

・

律

　

・相

・
談

●
心

配

ご

と

相

談
・

日‐‐‐‐森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一野
鷹
地
Ｅ
●

■
と

き
　
４
月
１７
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

●
車
部
■
毬
●

■
と

き
　
４
月
１８
日

（金
）

午
前
ｌｏ
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

■
高
森
●
鷹
覺
鷲

置
■

■
と

き
　
５
月
８
日

（木
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

休

日

在

宅

医

色

見

小

学

校

上
色
見
小
学
校

高

森

小

学

校

平
成
１４
年
度
を
も

つ
て
、
本
町
の
色
見
小
学
校
、
上
色
見
小
学
校
、

高
森
小
学
校
の
３
校
が
廃
校
と
な
り
、
統
合
し
て

「高
森
中
央
小
学
校
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

各
校
と
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
独
特
な
特
色
と
伝
統
が
培
わ
れ
て
き

て
お
り
、
在
職
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
先
生
方
の
昼
夜
に
わ
た
る
献
身
的

な
指
導
と
、
各
校
区
の
皆
さ
ん
の
理
解
に
よ
っ
て

「人
づ
く
り
」
と
し

て
の
教
育
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
等
の
影
響
で
、
児
童
数
の
減
少
は
複
式
授
業

な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る

こ
と
を
最
大
限
に
考
え
、
校
区
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
小
学
校

統
合
を
推
進
し
、
こ
の
た
び
３
校
の
廃
校
を
迎
え
ま
し
た
。

各
学
校
で
は
、
校
区
の
皆
さ
ん
や
卒
業
生
等
が
集
い
、
最
後
の
式
典

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●   ●

●

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

■
と
　
き
　
５
月
１７
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

．
金

　

相

　

・談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
４
月
２５
日

（金
）

午
前
ｌｏ
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

和
室

診
療
は
午
前

９
時
か
ら

午
後

５
時
ま
で

４
月

１３
日

平

田

医

院

ｅ

６

２

１

０

２

１

６

Ｔ

４
月
２０
日

馬
原
内
科
医
院

ｅ

６

２

１

０

６

４

６

Ｔ

４
月
２７
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

４
月
２９
日

中

村

医

院

ｅ

６

７

１

２

３

３

３

Ｔ

５
月
３
日

立

野
病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

５
月
４
日

寺

崎

医

院

ｅ

６

２

１

０

３

７

８

Ｔ

５
月
５
日

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

ｅ

６

２

１

３

３

５

１

Ｔ

(19) 温泉館休館日 4月 16日 (水 )、 5月 21日 (水 )

お くや み
も う しあ げ ます 褻
2003年 2月 受付分

(住 所 )(死 亡者 )
高森 `下 町 岩本 末光
高森・村山 井上 末春
高森・旭通 飯塚  猛
高森・津留 利道 一也

(敬称略)

(年齢)(御 遺族 )
91 岩本 徳光
87 井上ツヨ子
79 飯塚キヌ子
88 利道 則行

人

口
の
動
き

2月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,658(+1)
男  3,695(△ 7)
女  4,024(+1)
総 数 7,719(△ 6)

善 黄 の灯
あ りがとうございま した

(敬称略 )

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>後藤ツル 利道則行
飯塚キヌ子 丼上孝一 イ:案 田定雄
津留ソヨ 佐藤喜久子 荒牧邦彦
<一般寄付>奥阿蘇ウィングス

■広報送料寄付

田上 一生 (北九州市人幡西区)
二子石哲夫 (福岡市西区)

桐原美代 子 (熊本市健軍 )

林  裕文 (東京都府中市)
林  敬昌 (熊本市国府 )
梅崎貴美子 (大阪府柏原市 )

桐原 さよ子 (千葉県四街道市 )

「赤ちゃんたんじょう」L『すえながくお幸せに」

掲載廃止になりました

おめでた 。お くやみコーナーの中

で、上記 2項 目につきましては個人
のプライバシー保護の観点から掲載

しないことになりました。

各学校では廃校記念式典が開催され、卒業生や

校区の皆さんはもちろん、歴代の先生方も遠方か

ら駆けつけ最後の式典を見守る中、各学校長から

学校印が教育委員会に返還されました。

その後、それぞれに趣向をこらした「さよなら

イベン ト」が盛大に開催され、惜 しまれながらそ

れぞれの歴史と伝統に幕が下ろされました。

記念式典を開催

熱血ジャ ―座公演が行われた高森小学校。テレビ収録さ

廃校までの最後の 1年間の行事や、学校生活の様子など
をスライド上映 (上色見小学校)

:::

■|‐

さようなら発表会では、児童全員による「色見太鼓」が
披露されました (色見小学校 )れたこの公演には下町向上会の皆さんが、ばってん荒川さん

や大田黒浩一さん等と競演し、会場を沸かせました。左か
ら2人目はばってん荒川さんのものまねをした塚本年男さん
(高森・下町)

(2)
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死
亡
し
た
牛
の
届
出
が

・
義
務
化
さ
れ
ま
す

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
特
別
措
置
法
と
関

係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
７
月
４

日
か
ら
死
亡
牛
の
届
出
な
ど
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。

２４
ヶ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛
を
検

案
し
た
獣
医
師

（獣
医
師
が
い
な

い
場
合
は
死
体
の
所
有
者
）
は
、

そ
の
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
家
畜

保
健
衛
生
所
に
届
け
出
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
、
２４
ケ

月
齢
以
上
の
死
亡
牛
は
、
原
則
と

し
て
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ

く
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫
課

ｈ
０
９
６
７

‐
２
２
‐
０
０
４
１

・
労
働
保
険
の

年
度
更
新
に
つ
い
て

平
成
１５
年
度
労
働
保
険
の
年
度

更
新
は
４
月
１
日
か
ら
５
月
２０
日

ま
で
で
す
。

年
度
更
新
申
告
書
の
集
合
受
付

は
、
４
月
２５
日
か
ら
５
月
２０
日
ま

で
県
内
各
地
で
実
施
予
定
で
す
の

で
、
最
寄
り
の
会
場
で
期
間
内
に

保
険
料
の
申
告
を
済
ま
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
ま
だ
労
働
保
険

（労
災

保
険

・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続

き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
又
は
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）

へ
相
談
さ
れ
、
速

や
か
に
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
総
務
部
　
労
働
保
険

徴
収
室

Ｌ
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
２

ヤ
ン
グ
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

・
ウ
イ
ン
グ

九
州
２
０
０
３
　
団
員
募
集

熊
本
県
で
は
、
韓
国

。
中
国
を
訪

問
し
、
両
国
青
年

。
九
州
青
年
と
の

友
情
の
輪
を
広
げ
る
九
州
共
同
の
国

際
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
程
８
月
１６
日
（土
）
～
２４
日
（日
）

■
条
件
班
長
３０
歳
～
３９
歳
の
男
女
各
１
名

団
員
２ｏ
歳
～
２９
歳
の
２８
名

■
負
担
金
　
７
３
，
０
０
０
円

■
募
集
期
間

４
月
１
日
（火
）
～
５
月
１２
日
（月
）

■
選
考
日
　
５
月
２５
日
（日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
県
民
生
活
総
室
青
少
年
係

■
０
９
６

‐
３
８
３

‐
１
１
１
１

（内
線
７
４
０
９
）

緑

の
募
金

に
ご

協

力
を

緑
あ
ふ
れ
る
森
林
は
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
に
必
要
な
木
材
を
生

産
す
る
だ
け
で
な
く
、
美
し
い
景

観
や
自
然
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ

る
と
と
も
に
、
川
や
海
の
水
、
空

気
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
な

ど
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
土
や
自
然
環
境

の
保
全
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
教
育
の
場

と
し
て
の
利
用
な
ど
、
多
面
に
わ

た
る
機
能
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

「緑
の
募
金
」
は
、
森
林
を
育

成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
な
ど

へ
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
集

め
ら
れ
た
募
金
は
、
日
本
国
内
だ

け
で
な
く
世
界
各
地
の
植
林
活
動

や
森
林
保
全
活
動
に
も
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
４
月
中
旬
か
ら
５
月

に
か
け
て
住
民
の
皆
様

へ
募
金
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
５
２
）

校
長有
働
　
正
博

子
ど
も
た
ち
よ
強
く
た
く
ま
し
く
育
て

明
治
十
九
年
、
色
見
尋
常
小
学
校
と
し
て
創
立

以
来
百
十
七
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
途

中
何
度
か
校
舎
の
位
置
も
変
遷
し
、
名
称
も
戦
中

戦
後
の
激
動
の
中
で
変
わ
り
、
ま
た
、
校
舎
も
改

築
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

今
ま
さ
に
第
二
の
教
育
改
革
と
い
わ
れ
る

「生

き
る
力
」
を
養
う
平
成
の
教
育
改
革
が
ス
タ
ー
ト

を
切

っ
た
ば
か
り
の
時
に
本
校
は
静
か
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
先
輩
か
ら
引
き
継
い
で
き
た

「色
見
小

の
誇
り
」
で
あ
る

「光
る
廊
下
」
「緑
の
芝
生
」
「元

気
の
よ
い
挨
拶
」
の
三

つ
を
、
子
ど
も
た
ち
は
廃

校
の
そ
の
日
ま
で
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

根
子
岳
、
高
岳
と
阿
蘇
を
代
表
す
る
秀
峰
に
朝
な
夕

な
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
か
つ
ま
た
、
雄
大
な
南
阿
蘇
の

景
勝
の
地
に
位
置
を
占
め
る
本
校
は
、
地
域
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
、
地
域
文
化
の
中
心
地
と
し
て
常
に
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
そ
の
名
は
消
え
ま
す
が
、
こ
の
よ
き
伝
統

を
受
け
継
い
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
新
設
さ
れ
る
高
森

中
央
小
学
校
発
展
の
推
進
力
と
な
り
、
強
く
、
た
く

ま
し
く
育

つ
て
い
く
こ
と
を
確
信
い
た
し
ま
す
。

式典参加者全員で最後の校歌斉唱

●   ●

●●

最後の卒業式で 6人の児童を送り出しました

(3)
4/15(火 )、 4/25(金 )、 5/6(火 )、 5/15.(木 )、  9時から15時まで (18)役場の支払 日
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1交通安全協会からのお知らせ‐| ‐ ‐蓮転免許1永年無事故表彰■ ■ ■ ■
|=■記|[該墓され、泉41:蕪

=‐

裏お裏彰‐
‐
|を希望さ|れる方|ま

ぅ月130日 (金 ).までに、
1養逼安全 ,チ

`公

事務局べ申し出
|て くださ―ぃ。  . ‐._‐‐‐ ‐|‐  ‐|‐ ‐|‐  ||‐  ‐・‐ 

‐・‐ l

l表彰ぼt萩あ奏
‐
通姜企達動期間中に行われます。 | |

①免許証あ住所が高森警察署管内で、当協会の会員|(協

会費を納めているス)・である三と̀
②原付以上の運転免許保有者で:運転経験の動由

‐
ぶ木年 6

月末自でib年(2J年、3o年及び40年を経過している方.
0運転期間内に、交通事故を起三し又は交通法令に轟反
して、1行政処分若.し くは刑事1■の処分を笈1手た主Lあな
し`人..(たたし技則行為で3年間を経過した人を除く)
(Э

I‐
20年、301年及び401年表1彰にちいそ|ま巌格な審査を行います。
※各表彰はそれぞれ1回のみですので、二度隻|デられた
方は受けること|ができませんのでご注意くだざい11 1
■お申し込みtお1由卜答ゎ

1喜
は ・ |

交通安全協会事務局|(嵩1森讐1素薯

^'・

■

= |~  
■L62-0110(内線 441).‐ | ‐|‐  || |

すみれフェスタ2003
開催 の お知 らせ

4月 6日 (口 )～ 13日 (日 )
9時～ 16時

体暇村南阿蘇内

・ビジターセンター

・セン トラルロッヂ等

無料

◆期間

◆時間

◆場所

◆入場

期間中、阿蘇地域はもちろん国内・海外

のすみれや、写真 。絵画・文学 。上芸品・

グッズ・盆栽等を展示し、すみれの増やし

方・育て方教室を行います。また、押花教

室 (6日 ・9日 。12日 。13日 )や、すみれ
コンサー ト (6日 午後 1時 30分～)、 スラ

イ ドス トーリー「故郷の自然」上映会 (12口・

13日 の午後 2時～)を行いま・す。
◆問い合わせ先 休暇村南阿蘇 ■L62-2111

珈



校
長鎗
水
　
幸
子

地
域
の
発
展
を
願
い
な
が
ら

昨
年
四
月
、
本
校

へ
の
赴
任
以
来
、
雄
大
な
根
子

岳
に
囲
ま
れ
た
風
情
あ
る
木
造
校
舎
、
明
る
く
元
気

な
子
ど
も
た
ち
、
地
域
の
方
々
の
学
校

へ
の
思
い
入

れ
と
愛
情
に
支
え
ら
れ
て
一
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
校
は
、
明
治
二
十
二
年
に
上
色
見
簡
易
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
、
翌
二
十
三
年
に
上
色
見
小
学
校
と
改

称
し
、
昭
和
二
十
六
年
に
現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。　
一
人
ひ
と
り
の
心
に

様
々
な
歴
史
を
刻
み
、
学
校
と
し
て
の
実
績
を
収
め
、

ま
た
、
地
域
の
大
切
な
拠
点
と
し
て
存
在
し
、
こ
れ

ま
で
上
色
見
小
学
校
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
言
葉

に
言
い
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
校
で
勉
学
に
励
み
卒
業
し
た
人
は
千
三
百
七
十
六

名
を
数
え
百
十
二
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
築
か
れ
た
輝
か
し
い
伝
統
は
語
り
継
が
れ

消
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
廃
校
に
な
る

一
抹
の

寂
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
高
森
中
央
小
学
校
の
将
来
に

大
き
な
期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
ま
で
本
校

へ
賜
つ
た
ご
協
力
と
ご
支
援
に
対

し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
子
ど

も
た
ち
の
活
躍
と
地
域
が
益
々
発
展
し
ま
す
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

先
軍
高
校
生
が
体
験
発
表

３
月
６
日
、
高
森
東
中
学
校
で

昨
年
度
の
同
校
卒
業
生
が
高
校
生

活
の
体
験
な
ど
を
発
表
す
る
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
、
昨
年
度
卒
業
生

１４
人
中
Ｈ
人
が
参
加
。
自
分
た
ち

の
通
う
学
校
紹
介
や
、
中
学
生
の

高
森
東
中
学
校

時
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を

後
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
、
地
元
の
高
森

高
校
か
ら
参
加
し
た
５
人
の
発
表

の
時
に
は
、
寮
生
活
や
学
習
面
、

学
校
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
質
問
が

集
中
し
て
い
ま
し
た
。

「高
校
で
は
強
制
的
に
丸
刈
り

な
の
か
？
」
や

「高
校
生
活
で
記

憶
に
残
る
ベ
ス
ト
３
は
？
」
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
質
問
に
も
先
輩
た
ち

は
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

来
客
ヤ
　
取
材
は
日
延
べ
し
て
は
い
よ

フ
ン
　
普
は
昔
今
は
今

フ
ン
　

クヽ
手
か
ら
雛
は
無
か

っ
た

つ

突
然
　
せ
継
話
に
乗

っ
た
ド
ラ

満
点
パ
パ
　
お
仕
置
き
は
母
ち
ゃ
ん
の
役

来
客
十
　
人
事
は
今
日
が
剣
が
峰

ど
う
か
な
そ
う
　
住
め
ば
都
の
ダ

ン
ボ
ー
ル

む
ご
う
強
か
　
人
の
言
う
こ
つ
聞
か

っ
さ
ん

来
客
ヤ
　
え
玄ヽ
関
の
行
ま

っ
と
る

フ
ン
　
キ
ム
タ
ク
似
て
ち
高
ぶ
ん
な

む
ご
う
強
か
　
え
プ

ロ
が
二
人
も
居
る

来
客
ャ
　
そ
ん
な
ら
今
日
は
止
め
と
こ
う

突
然
　
さ
あ
代
役
の
居
ら
す
ど
か

満
点
パ
パ
　

澤ヽ
か
所
に
手
の
届
く

満
点
パ
パ
　
今
日
も
元
気
で
今
日
も
留
守

む
ご
う
強
か
　
中
利
か
せ
と
る
持
参
全

徘

―
‐
　

・

句
　
　
　
．
　

．

奥

阿
誅
に
ふ
伴
な

い
て
市
立
て
り

臥
詑
梅
え

へ
木
共
に
十
り
に
け
り

先
住
の
ミ
愛

の
辛
夫
咲
き
満

つ
る

猛
け
る
人
の
阿
蘇
外
給

の
野
塊
か
な

茅
ぶ
く
も
の
な
べ
て
か
尚
の
御
丹
着

風
も
Ｒヽ
く
去
年

の
人
菊
燃
や
し
け
り

や
わ
ら
か
き
木

の
木
洩
薇
日
大
地
蔵

近
学
の
塗
に
旅
立
ち
し
雛
の
主

口
児
竿

に
散
歩
日
わ
や
山
笑
ふ

憂
き
事

の
晴
薇
て
今
日
か
ら
本

の
人

物
の
一オ
に
秘
密

の
日
を
サ
す
ご
と
く

植
え
替

の
上
に
泥
じ
う

て
蕗

の
と
う

上
丼
カロ
根
女

後
藤
　
愛
子

松
山
キ
ヨ
子

沐
　
　
不
恙

相
源
　
台
酔

松
野
　
笑
声

後
藤
　
信
子

颯
口
　
斗鰊
仙

二
森
　
　
辛凸

佐
伯
　

人ヽ
を

馬
源
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

日
本
　
禾
司

口
上
黙
公
子

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

■

高
森
菜
の
花
句
会
）

弥
永
　
落
子

閃
中
ロ
　
フ
ミ

相
源
　
寿

子

井
村

ひ
さ

し

山
村

ふ
み
子

後
藤

つ
み
子

沐
　
　
久
恙

≡
圧
　
泰
子

千
ロ
ル
リ
子

馬
源
　
妥
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

最後の卒業式で 12人の児童を送り出しました 記念式典参加者全員で最後の校歌を斉唱
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高
森
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ト
ノヽ
△
7= 糸吉 果  (優勝のみ掲載・敬称略 )

□一般の部 (一部)岩 下賢一 。長尾和博
□一般の部 (二部)岩 下由美子 。杉永咲生美
□ 6年女子の部 内倉奈々美・船山裕稀 (高森小 )
□ 6年男子の部 荒牧希 。牛嶋大樹 (高森小 )
□ 5年女子の部 山村秋沙 。本田里菜 (高森小 )
□ 5年男子の部 松木泰鵬・平田恵美 (高森小 )
□ 4年女子の部 東可南子・岩下こはる (高森小 )
□ 4年男子の部 田上雅弘 。本田陽亮 (高森東小)
□寺子屋の部A 城井大輔・城井大滉 (高森小 )
□寺子屋の部B 三森宏美・住吉祐美 (高森小 )
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昭
和
の
２
チ
ー
ム
が
優
勝
と
３
位
に

大
　
会
　
結
　
果

校
長藤
本
　
誠
司

新

し

い
学
舎

に
期
待

を
寄

せ

て

高
森
小
学
校
は
学
制
発
布
に
よ
り
明
治
六
年
に
創

立
さ
れ
て
以
来
、
百
三
十
年
の
間
、
幾
多
の
変
遷
を

経
な
が
ら
も
南
阿
蘇
の
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
、
多
彩
な
人
材
を
送
り
出
し
て
来
ま
し
た
。

校
舎
西
側
に
は
、
本
校
の
歴
史
の
一
部
を
見
つ
め

て
き
た
巨
大
な
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
が
大
き
く
枝
を
広

げ
て
お
り
ま
す
。
夏
は
日
陰
を
作
り
、
雪
の
日
は
ソ

リ
遊
び
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
樹
齢
も

本
校
の
歴
史
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
六
十
余
年
、
本
校

の
歴
史
を
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
こ
の
廃
校
は
児
童
を
取
り
巻
く
社
会
の
変

化
と
、
教
育
に
期
待
さ
れ
る
時
代
の
要
請
に
応
え
る

べ
く
、
教
育
環
境
を
整
え
、
将
来
を
生
き
抜
く
児
童

に
十
分
な
力
を
付
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
新
し

い
時
代

へ
力
強
く
再
出
発
す
る
た
め
の
廃
校
で
す
。

高
森
小
学
校
最
後
の
年
は
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
と
意
欲
的
な
教
職
員
、
保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
光
り
輝
く

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
四
月

か
ら
高
森
中
央
小
学
校
と
し
て
出
発
す
る
わ
け
で
す

が
、
高
森
小
学
校
の
良
き
伝
統
と
校
風
は
引
き
継
が

れ
、
更
に
力
強
く
踏
み
出
し
て
行
く
こ
と
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

交
通
安
駅
伝

２４
回
目
と
な

っ
た
交
通
安
全
宣

言
駅
伝
大
会
が
、
２
月
２３
日
に
開

催
さ
れ
、
昭
和
地
区
か
ら
出
場
し

た
２
チ
ー
ム
が
優
勝
と
３
位
入
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
駅
伝
は
、
寒
い
日
が
続
く

中
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、
健

康
づ
く
り
と
親
睦
で
明
る
く
活
気

に
満
ち
た
高
森
町
に
し
よ
う
と
、

町
体
育
協
会
が
主
催
し
て
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
に
は
町
内
の
駐
在
区
や
職

場
、
学
校
な
ど
か
ら
１９
チ
ー
ム
が

参
加
。
午
前
９
時
４０
分
に
高
森
駅

を

ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち
は
、

町
内
を

２
周
し
、
「
交
通
安
全
」

を
訴
え
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し

ま
し
た
。
沿
道
の
人
か
ら
は
大
き

な
声
援
が
寄
せ
ら
れ
選
手
の
皆
さ

ん
は
日
頃
の
運
動
不
足
を
悔
や
み

な
が
ら
も
、　
一
生
懸
命
力
走
し
て

い
ま
し
た
。

一
般
の
部

▼
１
位

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
昭
和

▼
２
位

津
留

・
野
尻

▼
３
位

ペ
プ
シ
マ
ン
昭
和

中
学
校
の
部

▼
１
位

高
森
中
サ
ッ
カ
ー
部

▼
２
位

高
森
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
（男
子
）

▼
３
位

高
森
中
野
球
部

小
学
校
の
部

▼
ｌ
μ性
高
森
小
バ
ス
ケ
ラ
ブ
リ
ー
ガ
ル
ズ

▼
２
位

高
森
小
ミ
ポ
リ
ン
ズ

▼
３
位

高
森
小
４
年
乙
女
―
ズ

●   ●

記念式典で最後の校歌を元気よく歌う子どもたち最後の卒業式で 36人が学び舎を巣立っていきました

一
車
部

の
玄
関
口
を
清
掃

３
月
５
日
、
草
部
地
区
婦
人
会

一

の
皆
さ
ん
が
国
道
の
清
掃
活
動
を

一

行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

朝
８
時
に
集
合
し
た

Ｈ
人
は
―

草
部
地
区
の
玄
関
口
と
な
る
国
道

一

３
２
５
号
線
奥
阿
蘇
大
橋
付
近
の
一

ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
。
約
２
時
間
の

一

間
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
ー
台
分
の
ゴ
ミ

一

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
一

作
業
を
終
え
た
佐
楢
見
須
美
子
会

¨

長

（芹
口
・
馬
場
）
は
、
「婦
人
会

¨

と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
¨

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て
い
¨

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
ゴ

一

ミ
の
多
さ
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

卓
郎
組
が
３
位
入
賞
、
同
じ
く
東

中
の
熊
川
竜
司

。
本
田
雅
実
通
組

が
敢
闘
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

撃鸞鐵鐵麟鸞‐|
一
　

第
３
回
高
森
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス

大
会
が
３
月
１
日

・
２
日
、
高
森

民
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内
外

ら

一
般
の
部
７
団
体
６１

と
中
学
校
男
子
の
部
２ｏ

。
同
女
子
の
部
５０
人
が

加
し
て
、
熱
い
戦
い
が

一
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
で
、
本
町

・
の
高
森
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

一
ク
ラ
ブ
が
優
勝
、
中
学

校
男
子
の
部
で
高
森
東

一
中
の
本
田
将
昭

・
野
尻

高
森
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
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熊
本
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
と
高

森
町
長

・
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
、

そ
れ
ぞ
れ
４
月
１３
日
と
２７
日
に
行
わ

れ
ま
す
。

選
挙
は
、
有
権
者
が
県
政
や
町
政

に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で
あ
る
と

と
も
に
、
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
責

務
で
も
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
投
票

し
ま
し
よ
う
。

な
お
、
本
町
で
の
投
票
時
間
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な

っ

て
い
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
が

で
き
る
人

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
入

院
等
や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
〈
県
議
会
議
員
選
挙
〉

４
月
４
日

（金
）
～
１２
日

（土
）

〈
町
長

・
町
議
会
議
員
選
挙
〉

４
月
２２
日

（火
）
～
２６
日

（土
）

※
い
ず
れ
の
不
在
者
投
票
も
、
午
前

８
時

３０
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
役

場
横
の
林
業
総
合
セ
ン
タ
１
１
階

ロ

ビ
ー
で
行
い
ま
す
。
（印
鑑
は
不
要
）

〈
県
議
会
議
員
選
挙
〉

昭
和
５８
年
４
月
１４
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
本
年
１
月
３
日
ま
で
に

本
町
に
転
入
届
を
し
た
人
は
投
票
で

き
ま
す
。

〈
町
長

・
町
議
会
議
員
選
挙
〉

昭
和
５８
年
４
月
２８
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
本
年
１
月
２１
日
ま
で
に

本
町
に
転
入
届
を
し
た
人
は
投
票
で

き
ま
す
。

開
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
日
当

日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

に
お
い
て
午
後
８
時
か
ら
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会

（役
場
内
）

ｈ
６
２

‐
１
１
１
１

（内
線
１
１
９
）

２０
歳
に
な

っ
た
ら

選
挙
へ
行
こ
う

●●

●

新
酒
と
ふ
る
さ
と
の

味
ま
つ
り

鳳
鯰
鰊
録
鶉
瞼
蝙
讚
瑣
褥

高
森
高
校

で
百
人

一
首
大
会

▲おなじみとなった、味噌詰め放題大会

>後藤武さん (上色見・洗川)が
マジックショーに初登場。子ども

たちに大好評でした。

３
月
１０
日
、
高
森
高
校
で
百
人

一
首
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
の
国
語
授
業
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
日
本
古
来
の
遊
び
を
通

し
て
伝
統
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
年
も
、
本
町
の
百
人

一
首
愛

好
会

（弥
永
蕗
子
代
表
）
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
目
的
と
し
、
「源

平
合
戦
」
方
式
と
い
う
相
手
の
組

の
カ
ル
タ
を
取
り
合

つ
て
勝
ち
負

け
が
決
ま
る
対
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
回
戦
は
校
長
先
生
自
ら
読

み
手
と
な
り
、
「
百
人

一
首
愛
好

会
」
の
皆
さ
ん
も
生
徒
た
ち
と
の

真
剣
勝
負
。

会
場
の
同
校
体
育
館
で
は
、　
一

枚

一
枚
の
取
り
合
い
に
大
き
な
歓

声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

ラストイベント前日に山見茶屋で行われた夜

なべ暖義では、高森阿蘇神社の神楽が披露さ

れました。

(6)(15)

有
権
者
あ
な
た
が
主
役
の
投
票
日田口̈
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もあ は    琴質商法の手回は、年々巧~ハ
ツキIり    箪貨と酵:iキ著i、言阜菖|三ξ
‐
RI‐
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口
・ IV 二    財産を無駄にしないよう悪質
■熊本県消費生活センタ= 商法には十分注意が必要です。
lEL 096-354-4835

その①

44
月 月

日 日
(日曜)(日曜)

投
票
時
間
／
午
前
７
時
～
午
後
６
時

'7
■■■| ■

町
長

■

― く̂
ヽ′

県
議
会
議
目

満

喫
家庭訪間販売 (掃除機 )
本来の |1的を隠 して勧誘 し、強カパワーの掃除機を使っ

てクリーニングした後 「室内の空気をきれいにする」「ダニ

が取れる」などと言葉たくみに、数 10万 1¬ もする外国製の ●
掃除機を勧

★ダニ対策

★ 「大きく

ります。

めます。

は市販の掃除機でも十分効果があります。

て使い勝手が良くない」という消費者の声もあ

■

ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
は
４
千
５
百
人

３
月
９
日
、
高
森
駅
前
公
園
で

「新
酒
と
ふ

る
さ
と
の
味
ま

つ
り
」
の
ラ
ス
ト
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
４
５
０
０
人

が
新
酒
と
郷
土
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
会
場
で

は
、
正
午
の
開
会
の
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ナ
ー
は
す
で
に
長
蛇
の
列
。
観
光
協
会
の
会
員

や
、
個
人

。
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

出
店
協
力
が
あ
り
、
場
内
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
２
月
９
日
の
南
阿
蘇
鉄
道
を

利
用
し
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
列
車
で
ス

タ
ー
ト
し
、
約
ｌ
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
６
つ
の
会

場
で
夜
な
べ
暖
義
を
行

っ
た
後
こ
の
日
の
ラ
ス

ト
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
ま
し
た
。
訪
れ
た

お
客
さ
ん
は
、
新
酒
と
郷
上
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
の

「風
鎮
太
鼓
」
、
「高

森
に
わ
か
」
、
「味
噌
詰
め
放
題
大
会
」
等
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

●

「目
的
を
決
め
行
動
し
よ
う
！
」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
本
町
で
講
演

レ
ス
リ
ン
グ
の
元
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
メ
ダ
リ

ス
ト
の
富
山
英
明
さ

ん
と
赤
石
光
生
さ
ん
の
講
演
会

が
、
３
月
１
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

青
少
年
の
育
成
を
図
る

「
日
本
少

年
育
成
会
」
の
主
催
に
よ
り
行
わ

れ
た
も
の
で
、
二
人
は
レ
ス
リ
ン

グ
を
始
め
た
き

つ
か
け
や
、
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

全

の

さ

ン

ト

Ｔ
Ｊ
■
＝

入ったカー ド

スムーズな人の流れが好評だった新酒コーナー

出場 位・ ピッ リス

4位だった赤石さん  の富山さん

送 りつけ商法 (ネ ガ ブオプション)

封 した り、後 口代金を請求す

注文 していないのに勝手に商品

る商法です。

を送 りつけ、振込用紙を同

引換郵便を悪

用 して代金を受け取る場合もあります。お

や文房具セ ット、小銭入れなどが送られてきています。

☆代金を支払う義務も、商品を送り返す必要もありません。

★ 14日 間 (商品引き取りの請求通知をした日から7日 間)

保管しておけば、その後の処分は自由です。代金引換郵

便は本人に確認してから受け取りましょう。

●

代金

経の

宮美穂
ん (阿蘇高校出身 )
が司会進行

と
き
の
気
持
ち
な
ど
を
講
演
。

ま
た
、
高
校
、
大
学
時
代
に

「世

界
の
頂
点
に
立

つ
」
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
レ
ス
リ
ン
グ
に
明
け

暮
れ
た
話
も
さ
れ
、
集
ま

っ
た
子

ど
も
た
ち

へ
は

「将
来
自
分
が
ど

う
し
た
い
の
か
、
目
標

ｏ
目
的
を

持

っ
て
行
動
し
よ
う
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
二
人
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を

間
近
で
見
る
子
ど
も
た
ち
は
、
話

を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

(14)

△
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保健師がら

あなたへの健康講塵
避は,構||1鰺 :.´ 晰畿'冬鶉,は:1抒盪珀で&卜緻

J)彗「びを

と嗜κ露夢ク言多
'メ

Fιょう
～ すこやかな成長のために ～

所
得
税
や
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

後
で
、
そ
の
記
載
内
容
に
間
違
い

が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
う
っ

か
り
し
て
確
定
申
告
書
の
提
出
を

忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

◎
申
告

し
た
税
金

が
誤

っ
て

一　
い
た

場
合

・
　

・

・

申
告
し
た
税
額
が
少
な
か
っ
た

り
、
選
付
を
受
け
た
額
が
多
す
ぎ

た
場
合
に
は

「修
正
申
告
」
に
よ

り
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

修
正
中
告
を
行

っ
た
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
過
少
中
告
加
算

子
ど
も
の
成
長
は
楽
し
み
な
も
の
で
、
日

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
で
も
、
子

ど
も
は
大
人
を
よ
く
見
て
い
て
敏
感
に
様
子

を
察
知
し
た
り

「ど
う
し
て
？
」
と
尋
ね
た

り
し
て
き
て
ド
ッ
キ
リ
さ
せ
ら
れ
る
事
が
あ

り
ま
す
。

３
月
１０
日
、
中
央
公
民
館
で
風
ま
る
キ
ッ

ズ
主
催
に
よ
る
子
育
て
講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。
江
津
湖
療
育
園
心
理
判
定
員
の
尾
道
先

生
が
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
と
子
育
て

の
大
変
さ
を
分
か
ち
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら

子
育
て
で
き
る
よ
う
に
と

「健
や
か
な
子
育

て
の
た
め
に
」
と
題
し
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の

時
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

税
が
ｌｏ
％
か
か
り
ま
す
が
、
自
主

的
に
修
正
さ
れ
ま
す
と
、
過
少
申

告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
申
告
し
た
税
額
が
多
す

ぎ
た
り
、
還
付
を
受
け
た
金
額
が

少
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
「更
正

の
請
求
」
に
よ
つ
て
正
し
い
税
額

に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「更
正
の
請
求
」
が
で
き
る
期
間

は
、
平
成
１４
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
場
合
は
平
成
１６
年
３
月

１７
日
ま
で
、
平
成
１４
年
分
個
人
事

業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
平
成

１６
年
３
月
３１
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・　
子
ど
も
の
力
　
・

１
歳
半
頃
に
な
る
と

「指
差

し
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
の
何
か
の
思
い
に
周

り
の
人
が
目
を
留
め
「な
あ
に
？
」

と
言
葉
を
か
け
ま
す
。
そ
の
や
り

取
り
で
気
持
ち
の
共
有
が
で
き
ま

す
。
子
ど
も
は
自
分
を
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
も
つ

て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
や
り
取
り

か
ら
物
に
名
前
が
あ
る
こ
と
も
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。

物
事
を
獲
得
す
る
こ
と
は
そ
の

過
程
に
お
い
て
、
出
来
た

。
成
功
し

た
そ
の
瞬
間
の
体
験
が
必
要
で
す
。

こ
の
体
験
に
よ
り
次
か
ら
次

へ
と

成
長
し
て
い
く
事
が
出
来
ま
す
。

．．．一ぽ一　
　
　
わられ”．．

１
歳
半
頃
に
は

「
イ
ヤ
」
と

い
う
よ
う
な
自
我
が
芽
ば
え
て

き
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
自
己
中

心
的
、
三
歳
頃
に
な
る
と
対
人
関

係
の
な
か
で
芽
ば
え
る
も
の
。
分

か
つ
て
も
ら

つ
て
い
る
つ
も
り
だ

け
で
は
伝
わ
ら
な
い
。
伝
え
た
い

事
は
し
っ
か
り
言
葉
に
し
て
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

け
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

子
ど
も
の
良

い
と
こ
ろ
を
探
し
て

で
も
見

つ
け
誉
め
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
●
●
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●
●

一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
で

子
育

て
は
毎
日
の
生
活

の
中

に
あ
り
ま
す
。
か
か
わ
り
方
も

ち

ょ

っ
と
意
識
す
る
事
で
子
ど

も
が
次

へ
進
む
ス
テ
ツ
プ
が
出
来

る
も
の
で
す
。
で
も
、
か
か
わ
る

方
に
も
心
の
余
裕
が
必
要
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
子
育
て
中
は
み

ん
な
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。
「自
分
だ
け
」
と

思
わ
ず
仲
間
と
語
り
合

つ
て
み
ま

し
よ
う
。

■
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ｈ

６
２

‐
１
１
１
１

（内
線

１
２
５
）

◎
確
定
申
二Ｈ
を‐‐
忘
れ
て
い
た

一
‐‐場合
一■
一
　
一■
．
‐

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
が
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ

て
い
た
と
き
は
、
申
告
期
限
が
過

ぎ
て
も
速
や
か
に
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
を
行

っ
た

場
合
１５
％
の
無
申
告
加
算
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
自
主
的
に
申
告
さ

れ
ま
す
と
５
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

申
告
や
納
税
に
関
す
る
こ
と
な
ど

分
か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■

阿

蘇

税

務

署

Ｌ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１ 先生の話をよそに、元気に走り回る子どもたち

●   ●

●  ●

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
　
風
ま
る
キ
ッ
ズ

（子
育
て
の
悩
み
、
話
し
合
い
ま
し
よ
う
）

毎
週
水
曜
日
、
中
央
公
民
館
に
午
前
１０
時
３ｏ
分
か
ら
１２
時
ま
で
集
ま

つ
て
い
ま
す
。

待
う
た
な
し
の
子
膏
て
，

子
育
て
は
特
別
な
事
で
は
な
く

毎
日
の
自
然
な
生
活
が
モ
デ
ル
に

な

っ
て
い
ま
す
。
家
族
の
た
め
に

何
か
し
て
い
る
事
す
べ
て
が
子
育

て
。
子
ど
も
は
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
見
て
、
体
験
し
て
自
分
の
も

の
と
し
て
確
認
を
し
て
い
つ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
子
育
て
は

．
瞬

一
瞬
の

勝
負
で
待

つ
て
く
れ
な
い
、
だ
か

ら
こ
そ
迷
う
し
悩
む
も
の
で
す
。

子
ど
も
に
関
心
を
示
し

寄
り
添
っ
て
あ
げ
よ
う

子
ど
も
に
が
か
わ

っ
て
い
る
よ

う
で
、
目
が
い
つ
て
い
な

い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

へ
の
声
か

け
も

「ダ
メ
よ
」
「～
し
な
さ

い
」

が
多
く
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
子

ど
も
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
声
か

●
高
森
町
役
場

税
務
課
　
一Ｔ
８
６
９
‐
１
６
０
２
　
阿
蘇
郡
高
森
町
大
字
高
森
２
１
６
８
　
電
話

（０
９
６
７
）

６
２
‐
１
１
１
１

０
国
民
健
康
保
険
係
　
内
線
１
６
２
番
　
　
　
○
固
定
資
産
税
係
　
内
線
１
６
３
番
　
　
　
○
町
民
税
係
　
内
線
１
６
４
番

(8)(13)

子育てに関する質
お答えします。

のでしようか?

の中で失敗した場合:

うまく考える事がで

遊びをあきらめて し

を教え、手助けすることで遊

日寺に

そこ

事 が

様 子

ひ とつの遊びに集中す

ず、次から次ヘ

まいますが、 ど
でき

て し遊びを変え

すればいい

まいます。そ 遊んでいる

るヽとどんな

んな時、

を注意 して見てし

失敗 しているかが分か ります .

功の

事もで き集中

す。

し、

りまる

び の 続 き 積みで きが そ の成

する重

―
■

饗
・一 靱

&
⌒

‐
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定資
=碑
Q

⌒

"
私は宅地を取得 し、平成 15年 3月 4日 付 |す で

L地登記も済ませ ました。平成 15年度の固定資産

税は誰に課税されるのでしょうか|?

日定資産税は毎年 1月 1口 (賦課期日といいま

す。)時点で土地、家屋t償却資産を所有している
人に課税されますのでtお尋ねの例では前所有者に

課税されます。

私は住宅建築を計画しています。家屋の固定資 私は宅地と同一敷地内の家屋を取得しましたが、

産税は、評価額が基になると聞きましたが、家屋の

評価額はどのように計算されるのでしょうか● ま
た、税額の計算方法も教えて下さい。

家屋にはお尋ねの住宅や、倉庫、卓庫、
1物
置(

店舗、・ 工場など様々なものがあります。家卜の評価

はこの種類 friに 、屋根t‐ 柱(基礎、外壁、内‐肇、天
1井、1建具|、 電1気設備などについて、その使用1部材や

内容、施工程度まで細かに計算して再建築価格を算

出し、建築後の年数経過による減価率を乗 じて評価
な|:1,午竹出 l キ■―             ‐ ・  ―

したがって、たとえ建築年度や面it雪が同じであっ

ても使用されている部材や施工程度の違いにより、
‐軒、一中千再建築価格は異なることになります。

具体的な評価額算出方法と家難の税額計算方法は

次のとおりで,1=    ・ ‐
1=評価額=再建築価格 X経年減点補正率
2.家屋の税額=評価額� 00141(百円未満切り育て)

家嬌は元々イ蓼記さ|れていなかったことから課税台帳

L私の所有になっていませんでした.未登記家屋の
課lil台帳の所有者名を私に変更するにはどうしたら

良し`ですかつ

十地 と家屋は別力に登記され|る べきものであ

り、 11地はすべて登記簿に登載されているため登記

によって所有権移転されなければなりませんが 1‐ 家|

屋については必ずさ記簿に0載されているとは限り
辛,十 ス′・  ‐‐・  _―‐‐  ‐―  _

このことから、同一敷地内の 土地と家屋の両方を

所有権移転したつもりでも、1元々家屋の登記がされ

ていない場合は1法務局から役場への「家屋の所有
権移転帝記済通知 | も無いことから、課税台帳の家

屋所有者は変更されません。,したがつて、お尋ねの

様に課税台11くの未登記家屋の所有者名を変更するに

は、役場税務課備え付けの「未豊記豪屋め名義人変

更申立書」を提出して下さい。

“
●"h
…に1に4
L」」



骨を文共に…

力んシウムメニュー
献立

ゆかり寿司・ヨーグル トドレッシング
サラダ・牛乳豚汁・アップルケーキ

∃―グルトドレッシングサラダ

□材料 (7人分 )
大根 210g・ 玉ねぎ70g。 かいわれ大根 30g。

ラディッシュ (人参)20 go① [プレーンヨー

グル ト100g・ マヨネーズ大さじ4。 わさび
少々・薄口しょうゆ大さじ1]

□作り方

①大根、玉ねぎはせん切りにして水にさらし、
水気を切っておく。ラディッシュも同様に。

②①の調味料をまぜてソースをつくり、①に
かける。

栄替士のいたIビき|まウ
朝ごはんを楽しく食べる

～食 事 の マ ナ ー ～

①朝ごはんは顔と手を洗つてから
朝起きたらきちんと顔と手を洗ってから食卓につ

く習慣を。衛生的なだけでなく、気分もすっきりし

て食欲も出ます。

②「いただきます」「ごちそうさま」を忘れずに
食事の時のあいさつは、食べ始めと終わりのけじ

めとしても大切です。

③テレビは消しましょう
「ながら食べ」では食事の満足感が薄れ、消化にも

よくありません。「テレビは消して食べる」が原則です。

④ は しを上手に使いま しょう

はしを上手に使えるようになれば食事も楽 しくな

ります。あきらめずに練習しましょう。

⑤遊び食べはやめましょう
遊びながらだらだら食べず、一定の時間内にきち

んと食べ終わるようにしましょう。とくに朝食は食

事に集中できる余裕と環境を整えましょう。

⑥食べたら歯みがきを
む し歯予防には「食べたらみがく」が基本です。

忘れずに歯みがきタイムを確保しましょう。

(9)

阿蘇保健所では、地域の皆様に対する各種の保健医療サービスを行っています。

口案内 ■お申し込み・お問い合わせは

熊本県阿蘇保健所
阿蘇郡阿蘇町内牧 1204

lEL 0967-32-0535

●   ●

●  ●

猫の引き取 り
飼 えなくなった猫は引き取 りますので、事前に

連絡の うえ保健所に連れてきてください。
無 料

水 質 検 査
飲用井戸水等、プール水及び浴場水の水質を細

菌・理化学の項目により検査します。 有  料
検査結果が出るまでに

10日 程かかります。

精神 談

<専門医師相談>精神科医が、精神疾患の治療
や痴呆性老人の対応などの相談を受けます。

<保健師相談 >保健師が心の悩みや不安等の精神保
健に関する相談を電話・面接・訪問等の方法で受けます。

無  料
事前に電話等でお問い

合わせください。

総合発達相談

おおむね 0歳から 1歳 6ヶ 月未満の乳幼児で、
心身の発達に心配がある子どもを対象 とし、専

門医師・理学療法士 。心理判定員 。保健師が相

談を受けます。

無  料

精神発達相談
おおむね 1歳 6ヶ 月から4歳未満の幼児で、精
神発達に心配がある幼児に対し、専門医師・言

語療法士 。保健師が相談を受けます。

無  料

密

導

精

指

達

後
発
事

神

診

精

検
精神発達において、事後指導が必要とされた幼

児に対し、心理判定員が相談・指導を行います。
無  料

保健師による相談は随

時行っています。お気

軽にお問い合わせくだ

さい。

エ イ ズ 相 談
(HIV抗体検査を含む)

エイズの感染を心配する人に対し、保健師が相

談を受けるとともに、希望される方には HIV抗
体検査を行います。

無  料
HIV抗体検査の結果は
1週 間後にお知らせ し

ます。

健 康 診 断

進学や就職時、事業所の健康診断を行います。

また、次の検査も行っています。
血液検査 :貧血、肝機能等

検便検査 :赤痢、腸チフス、サルモネラ等

有  料

検査内容によっては、結

果が出るまでに 1～ 2週

間かかります。健康診断

料を持参ください。私たちにご相談ください

自衛官募集相談員 陸上自衛隊に 5名入隊
平
成
１４
年
度
の
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
が
３
月
１２
日
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
自
衛
隊
募
集
事
務
所
の
日
高
所
長
、
白
根
父
兄
会
会
長
等
か

ら
の
激
励
を
受
け
、
５
人
の
入
隊
者
は
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
Ｇ
■
入
隊
者
氏
名
と
入
隊
教
育
隊

〇
三
井
大
徳

（高
森

・
上
町
）

国
分
駐
屯
地

（
鹿
児
島
県

）

第
１
１
３
教
育
大
隊

○
藤
本
世
紀

（尾
下

・
大
畑
）

北
熊
本
駐
屯
地

第
４２
普
通
科
連
隊

○
木
村
勇
太

（高
森

・
旭
通
）

○
橋
本
匡
史

（高
森

・
昭
和
）

別
府
駐
屯
地

（人
分
県
）

第
４１
普
通
科
連
隊

○
田
上
悟
人

（津
留

・
上
町
）

武
山
駐
屯
地

（神
奈
川
県
）

少
年
工
科
学
校

栗
焼
ケ
サ

ユ
さ
ん

（野
尻

・
河
地
）
と

瀬
井
公
吉
郎
さ
ん

（高
森

・
森
）
が
、
自

衛
官
募
集
相
談
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
官
志
望
者

へ
の
情
報
の
提
供
や
相

談
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
栗
焼
ケ
サ
ユ
さ
ん

ｈ
６
５
‐
０
５
７
４

高
森
町
大
字
野
尻
１
８
０
３

■
瀬
井
公
吉
郎
さ
ん

ｈ
６
２
‐
２
７
４
９

高
森
町
大
字
高
森
７
１
７
の
４

国保への届出が必要な場合 届出に必要なもの

日
Ｈ

‐

■
”
″
「

他市町村から転入 したとき 印鑑・転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑・退職証明書等

子どもが生まれたとき 印鑑 。国保被保険者証

生活保護を受けなくなったとき 印鑑_

他市町村へ転出するとき 印鑑 。国保被保険者証

職場の健康保険に加入 したとき
印鑑 。国保被保険者証
職場の健康保険被保険者証

加入者が死亡したとき 印鑑 。国保被保険者証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑・国保被保険者証

そ
の
他
の
日

町内で住所の異動があったとき 印鑑 。国保被保険者証

世帯主や氏名が変わったとき 印鑑 。国保被保険者証

世帯を分離または合併したとき 印鑑
。国保被保険者証

就学のため家族と離れるとき
印鑑 。国保被保険者証
在学証明書

仕事や旅行で長期遠方へ行くとき 印鑑 。国保被保険者証

進
学
や
就
職
な
ど
で
異
動

の

多
い
時
期
で
す
。
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
１４
日
以
内
に
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
加

入
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
他
の
保
険
に
加
入
し
た
場

合
も
届
出
が
無
い
と
保
険
税

（料
）

を
二
重
に
納
め
た
り
、
そ
の
ま
ま
保

届
出
は
お
早
め
に

険
証
を
使
う
と
、
そ
の
間
国
保
が
負

担
し
た
医
療
費
を
後
で
返
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
国
民
健
康
保
険
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
２
）

(12)

相談 ,窓口業務名 概■1要  説  明 料 金 備    考
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つ
て

い
た

の
に
、

わ

る

ら
は
、
あ
い
つ
ら
が
悪
い
、
と
い
う

ふ
う
に
見
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
た
と
改
め
て
わ
か
っ
た
。
差
別
す

る
の
も
い
か
ん
け
ど
、
そ
れ
以
上
、

他
人
の
こ
と
を
偏
見
と
か
、
聞
い

な

に
　
　
　
し

た
こ
と
と
か
だ
け
で
何
も
知
ら
ん

の
に
他
人
の
こ
と
を
判
断
す
る
の

は
い
け
な

い
と
思
う
。
今
で
も
そ

ん
な
ふ
う
に
思

っ
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
の
は
い
け
な
い
こ
と
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な
ふ
う
に

思

っ
て
い
る
人
の
考
え
を
少
し
で

も
私
達
み
た
い
に
差
別
の
こ
と
を

勉
強
し
て
い
る
人
た
ち
が
変
え
て

い
か
な
ん
と
思
う
。
人
権
学
習
は
そ

の
た
め
に
す
る
も
の
だ
と
思
う
。
私

た
ち
も
差
別
の
こ
と
を
わ
か

つ
て

い
か
な
ん
と
思
う
‐。

と
に

つ
い
て
も
、　
つ
な
が
り
が
あ

お
も
　
　
　
　
　
　
　
じ
ぶ
ん
　
　
　
ふ
く

る
と
思

っ
た
。
自
分
を
含
め
て
み

ん
な
根
拠
も
な
し
に
何
か
あ
る
と

特
定
の
人
を
う
た
が

つ
た
り
し
て

い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、

や

つ
て
も
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
み
ん
な
が

し
て
い
る
間
は
い
じ
め
も
差
別
も

消
え
な
い
と
思
う
。
自
分
の
仲
間

を
う
た
が
う
と
い
う
の
は
よ
く
考

え
る
と
そ
の
人
の
こ
と
を

「仲
間
」

と
認
め
て
い
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

自
分
達

の
時
代

に
は
そ
う

い
う

部
落
差
別
が
少
し
で
も
な
く
な

っ

て
い
れ
ば

・
・
。
と
思
う
。
で
も

実
際
、
大
人
も
町
や
県
、
国
な
ど

が
も

つ
と
訴
え
か
け
て
い
け
ば
考

え
も
変
わ

っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

が
ん
ば

百

（
巨
ｋ

一匹

■テ

闘

っ
て

の
人
か

とは
か

，
Ｌ
カ
ーー

《
町
内
中
学
校
人
権
学
習
感
想
文
紹
介

》

０
ヽ
ヽだ

―

卜

２

ぶ

ら
く

た
だ
、
「部
落

の
も
ん
」
と
い
う

こ
ん

か

い
　
　
バ
ん
さ

―
う
　
　
が

っ
こ
う

せ

い

今
回
の
勉
強
は
学
校
生
か
つ活
の
こ

さ

べ

つ

だ
け
で
、
し
か
も
差
別

高森警察署 ■L62-0110

～ 大丈夫ですか?登山の事前準備 ～

春の行楽期においては、家族や職場で気軽に登山、ハイキング、山菜狩 りなどで山を楽しむ人たち

が多くなり、道迷いや滑落等による事故の発生が予想されます。

特に、最近では中高年者の趣味と健康を兼ねた気軽な登山が重大な遭難につながっています。

¬

登山上の注意事項
○平成 13年 5月 、阿蘇根子岳に登山した女性 (56

歳)が滑落死亡。
○平成 14年 5月 、阿蘇高岳に登山した登山ツアー

客の女性 (60歳)が滑落重傷。

9

d-rl{8/

′ぷ●ヒ:`著●も‐

゛ .

住ネ
民λ
生各
=二
い

′日 か

=田
つ

日本 か

同ぢ
禾日把
対ビ
墨 Eく
コRか

係 む

「

ち

よ
う

な

い
ち

ゆ
う

が

っ
こ
う

じ

ん
け

ん

が

く

し

ゅ
う
か

ん

そ

う

ぶ

ん
し

ょ
う

か

い

た
た
か

★余裕ある計画を立てましょう。

★服装や装備品等は入山前に十分点検 し、取 り扱

いにも慣れておきましょう。

★単独登山は避けましょう。

★経験や技術・体力に合った登山をしましょう。

★出発前に気象情報を必ず確かめましょう。

★適度に休息をとり、無理な登山は避けましょう。

★無線機等を携行 しましょう。携帯電話を持って

いる方は必ず携行 しましょう。

★ゴミは放置せず必ず持ち帰りましょう。

★農・林業の方に迷惑となるような行為をしない

ようにしましょう。

●   ●

●  ●

L 」

(10)

尊
阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 ■L62-9034

～消す心置いてください火のそばに～

在宅介護支援センター梅香苑の
車が新しくなりました

この度、日本財団 2002年度 「福祉車両助成」事業の

助成金交付を受け、在宅介護支援センター梅香苑の車が

新しくなりました。

なお、在宅介護支援センターでは介護サービス・介護

予防サービスなどの老人介護に関するご相談に応 じてい

ますので、お気軽にお電話ください。

■高森町在宅介護支援センター梅香苑 ■L62-0915

【防ごう山火事】
林野火災の中で、火入れ時の火が毎年 トップ

を占めています。火入れ時の火の取り扱いには

十分注意をしてください。春先は空気が乾燥 し、

火災が発生しやすい季節です。万一に備えて消

火器や水バケツを準備しておきましょう。

【届け出】
野外での規模の大きいゴミ焼却や野焼きな

ど、付近の住民から見て火災と勘違いされそ う

な煙、また火炎を発する場合はその責任者が消

防署に届け出をしなければなりません。

※火災と間違いやすい煙、または火炎を発 る恐

れのある行為とは一

野焼き、枯れ草・雑木・廃材・煙殺虫剤を燃やす

フグた夕  ́デイろなたが すられる
(11)

山岳遭難の実
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態
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か
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し
く
あ
そ
ぼ
う

き

り
は工

藤
　
優
子

は
　
さ
び
し
い
よ

か
ず
た

か
ず
あ

く

よ

て
い
る
人
を

な
た
の
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た
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小
学
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で

村
　
翔
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〇
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´
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あつ 色
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学 楽
し校

色山石 〈
一

下

美
江

をヽ
プヾ 助

十
ノ

言
只
工彦

よ
ハノ

た
か
も
り
で
、

す
る
子
ど
も
た
ち
。

´ヽいせい   ねんいたかもりまち

(平成 14年度高森町
力
ｈ
Ｆ

な

ニの
睛なんで

防火ボスターヘの応募
ありがとうございました

春季全国火災予防運動実施の際に、郡内の小学

校 4年生を対象に火災予防ポスターを募集しまし

たところ、32校 (495点)の応募をいただきまし

た。審査の結果、金賞 10点、銀賞 20点、銅賞 30

点と努力賞 31点を決定しました。

本町の入賞者 (敬称略)

努力賞

足立史也 (草部南部小)平 田恵美 (高森小)
城井大輔 (高森小)  岩下喜美 (高森小 )
守本智香 (高森小)  後藤有紀 (上色見小 )
後藤美沙希 (上色見小)松 本和奏 (色見小 )

眩
けん

権

高鶴警察署だより

躙

じんけんけいはつひょうごしょうかい

人権啓発標語紹介

讚
漂
礼
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